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活
動
が
ポ
イ
ン
ト
に

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト

福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、

市
が
同
サ
ポ
ー
タ
ー
受
け
入
れ
機
関

と
し
て
登
録
し
て
い
る
介
護
施
設
や

障
が
い
者
施
設
な
ど
で
同
サ
ポ
ー
タ

ー
活
動
を
行
っ
た
人
に
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
仕
組
み
で
す
。
ポ
イ
ン
ト

は
１
時
間
で
１
㌽
付
与
し
ま
す
。

貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
助
成
金
に

交
換
、
健
康
福
祉
基
金
に
付
与
で
き

ま
す
。
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
の
対
象
は

本
市
在
住
の
２０
歳
以
上
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

問
▽
福
祉
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
や

ポ
イ
ン
ト
申
請
に
つ
い
て
/
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
!

７８０

・
１
０
４
５
▽
助
成
金
の
交
付
に
つ

い
て
/
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
!

７８４

・
８
０
９
９
。

◆
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を

募
集

市
は
、
第
８
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
指
定
候
補
事
業
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
対
象
・
対
象
施
設
】
▽
①

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
か
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
/
２
施

設
▽
②
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
/
１
施
設
▽
③
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生

活
介
護
/
１
施
設
。

【
整
備
圏
域
】
▽
市
内
全
域
▽
①

稲
野
、
鴻
池
、
笹
原
、
鈴
原
、
南
の

各
小
学
校
区
▽
②
天
神
川
、
荻
野
、

伊
丹
、
摂
陽
の
各
小
学
校
区
を
除
く

地
域
▽
③
笹
原
、
南
の
各
小
学
校
区

を
優
遇
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
を
。

0
市
役
所
１
階
の
介
護
保
険
課
に

あ
る
所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て

５
月
９
日
〜
６
月
３０
日
に
直
接
、
市

介
護
保
険
課
（
!

７８４
・
８
０
３
７
）

へ
。

◆
就
職
奨
励
金
付
介
護
職
員
初
任
者

研
修

６
月
１
日
〜
８
月
３１
日
の
月

・
水
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
半
、
オ

ア
シ
ス
千
歳
（
中
央
４
）
で
介
護
職

就
職
希
望
者
に
研
修
を
行
い
ま
す
。

定
員
２５
人
。
受
講
料
３
万
８
千
４００

円
。
関
係
す
る
補
助
金
な
ど
の
申
請

は
次
の
通
り
。

【
①
就
職
奨
励
金
】
▽
研
修
終
了

後
に
ヘ
ル
プ
協
会
、協
同
の
苑
、（
福
）

ジ
ェ
イ
エ
イ
兵
庫
六
甲
福
祉
会
の
い

ず
れ
か
に
就
職
し
、
１
年
以
上
勤
務

で
各
法
人
か
ら
３
万
円
の
就
職
奨
励

金
を
支
給
。

【
②
介
護
人
材
養
成
支
援
事
業
等

補
助
金
】
▽
研
修
終
了
後
に
市
内
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就
職

す
る
か
、
ま
た
は
就
職
予
定
で
、
介

護
人
材
養
成
支
援
事
業
補
助
金
１
万

９
千
２００
円
を
支
給
（
③
を
受
給
し
な

い
場
合
に
限
る
）。

【
③
教
育
訓
練
給
付
金
】
ひ
と
り

親
家
庭
で
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者

に
は
教
育
訓
練
給
付
金
２
万
３
千
４０

円
（
雇
用
保
険
か
ら
同
様
の
給
付
金

を
受
給
で
き
る
場
合
は
１
万
５
千
３６０

円
）
を
支
給
。

0
①
研
修
の
申
請
は
５
月
２５
日
ま

で
に
（
福
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
兵
庫
六
甲

福
祉
会
!

７７１
・
１
５
０
０
へ
。
②
受

講
修
了
後
１
年
以
内
に
市
介
護
保
険

課
!

７８４
・
８
０
３
７
、
③
受
講
前
に

市
こ
ど
も
福
祉
課
!

７８０
・
３
５
１
８

へ
。
先
着
順
。

◆
日
本
赤
十
字
募
金
に
協
力
を

日

本
赤
十
字
社
は
、
５
月
を
赤
十
字
運

動
月
間
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
募
金

運
動
を
行
い
ま
す
。

赤
十
字
の
事
業
の
充
実
と
推
進
の

た
め
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
!

７７９
・
８
５

１
２
。
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市
は
、
５

月
６
日
か
ら

生
ご
み
減
量

・
堆
肥
化
容

器
の
購
入
補

助
金
交
付
申

請
を
受
け
付

け
ま
す
。

購
入
す
る

容
器
が
▽
電

動
式
/
補
助

対
象
１
基
▽

密
閉
式
・
コ

ン
ポ
ス
ト
式

/
２
基
▽
そ

の
他
/
１
基
―
―
ま
で
、
各
２
万
円

を
上
限
に
購
入
金
額
の
半
額
を
補
助

し
ま
す
。

0
容
器
を
購
入
す
る
前
に
、
直

接
、市
役
所
３
階
の
生
活
環
境
課（
!

７８１
・
５
３
７
１
）
へ
。
予
算
額
に
達

し
次
第
、
終
了
。

◆
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
費
用
を

助
成

市
上
下
水
道
局
は
、
水
害
を

防
ぎ
、
雨
水
の
有
用
利
用
に
役
立
つ

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
人
に

次
の
通
り
助
成
し
ま
す
（
１
棟
・
世

帯
に
１
基
ま
で
）。

▽
応
募
条
件
/
市
内
に
住
宅
を
持

ち
（
建
築
予
定
、賃
貸
、兼
用
住
宅
も

可
）、
容
量
８０
㍑
以
上
の
タ
ン
ク
を

購
入
予
定
▽
助
成
金
額
/
タ
ン
ク
本

体
・
付
属
品
の
新
規
購
入
費
（
工
事

費
含
む
）
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限

３
万
円（
千
円
未
満
端
数
切
り
捨
て
）。

タ
ン
ク
配
送
費
は
助
成
対
象
外
。

設
置
完
了
後
に
提
出
書
類
あ
り
。

そ
の
後
、
同
局
職
員
の
検
査
に
よ
り

助
成
金
額
を
決
定
し
、
交
付
。

0
市
上
下
水
道
局
２
階
の
下
水
道

課
に
あ
る
申
請
書
（
同
局
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
５
月
６
日
〜
１１

月
３０
日
に
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で

〒
６６４
・
０
８
８
１
昆
陽
１
―
１
―
２

伊
丹
市
上
下
水
道
局
下
水
道
課
（
!

７８４
・
８
０
７
４
）
へ
。
予
算
額
に
達

し
次
第
、
終
了
。

◆
拠
点
回
収
場
所
な
ど
を
拡
充

ご

み
と
一
緒
に
廃
棄
さ
れ
た
充
電
式
電

池
が
、
ご
み
収
集
車
や
処
理
施
設
で

出
火
し
、火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

同
電
池
は
ご
み
と
一
緒
に
出
さ
ず
に

拠
点
回
収
へ
の
持
ち
込
み
や
回
収
ボ

ッ
ク
ス
を
利
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
か
ら
新
し
く
２
カ
所
に
拠
点

回
収
と
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま

す
。
詳
し
く
は
本
紙
６
面
参
照
。

問
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
!

７８２
・
０
９
６
８
。

◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
映
画
会
「
で
き
る
―
セ

・
ポ
シ
ブ
ル
」

６
月
４
日
㈯
午
後

３
時
、
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
で
。

映
画「
で
き
る
―
セ
・
ポ
シ
ブ
ル
」

（
２
０
１
９
年
。フ
ラ
ン
ス
。
９９
分
）。

定
員
３０
人
。
参
加
料
５００
円
。

0
５
月
６
日
㈫
午
前
１０
時
か
ら
中

央
公
民
館
!

７８４
・
８
０
０
０（
フ
ァ
ク

ス
７８４
・
８
０
０
１
、同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
電
子
申
請
も
可
）へ
。先
着
順
。

◆
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用

の
一
部
を
助
成

市
は
、
野
良
猫
の

ふ
ん
尿
や
鳴
き
声
な
ど
に
よ
る
地
域

の
環
境
衛
生
問
題
を
軽
減
す
る
た

め
、
市
内
の
野
良
猫
に
対
す
る
不
妊

・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成
を
次
の
通

り
行
い
ま
す
。

【
対
象
】
市
が
主
催
す
る
講
習
会

の
受
講
者
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は

市
生
活
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

【
助
成
金
額
（
１
匹
）
】
▽
野
良

猫
/
不
妊
手
術
５
千
円
、
去
勢
手
術

３
千
円
▽
地
域
猫
/
不
妊
手
術
７
千

円
、
去
勢
手
術
４
千
円
。

地
域
猫
の
助
成
金
申
請
は
、
地
域

猫
活
動
要
件
を
守
り
、
グ
ル
ー
プ
で

管
理
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

問
市
生
活
環
境
課
!

７８１
・
５
３
７

１
。

生ごみ堆肥化容器補助金

申請受け付け開始

伊
丹
広
報
３
面

０
５
０
１
０
３

岡
❶
藤
❷
井
❸
井
❹
岡
❺
岡

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

平
和
を
願
う

２
月
２４
日
、
ロ
シ
ア
が
隣
国
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
し
、
２
カ

月
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
回
の
ロ
シ
ア
の
行
動
は
、
武

力
で
他
国
を
侵
略
し
て
主
権
を
著

し
く
侵
害
し
た
も
の
で
、
国
際
社

会
の
平
和
と
秩
序
を
根
底
か
ら
脅

か
し
て
い
ま
す
。
明
確
な
国
際
法

違
反
で
あ
り
、
核
兵
器
の
使
用
を

示
唆
し
た
発
言
も
含
め
、
断
じ
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
軍
が
撤
退
し
た
キ
ー
ウ
近

郊
で
は
多
く
の
市
民
の
遺
体
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
皆
さ

ん
の
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
強
い
衝

撃
を
受
け
ま
す
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た

す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
伊
丹
市
長
と
し

て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
宛
に
抗
議
文

を
送
付
し
、
侵
略
行
為
を
や
め
る
こ

と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
伊
丹
市
議

会
で
は
、
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議
す
る
決

議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
Ｊ
Ｒ
伊
丹
駅
西
側
に
あ
る

平
和
の
象
徴
カ
リ
ヨ
ン
塔
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
国
旗
の
色
で
あ
る
青
・
黄
色

に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
歌
を
演
奏
し
て
平
和
の
願
い
と
連

帯
の
意
思
を
示
し

ま
し
た
（
下
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
読

み
取
り
可
）。

併
せ
て
、
侵
略
を
断
じ
て
許
さ
な

い
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
世
界
の
平
和
へ
の
思
い

を
共
有
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
国
内
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
海
外
の
テ
レ
ビ
で

も
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
国
内
外
の
多
く
の
人
々
に

伝
わ
り
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
地
理
的
に
離
れ

た
一
都
市
で
あ
る
本
市
の
行
動
は
微

力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
和
を
願

う
世
界
中
の
声
の
一
つ
と
し
て
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
の
連
帯
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
が
希
求
す
べ
き
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
と
平
和
的
な
手

段
に
よ
る
問
題
解
決
で
あ
り
、
自
国

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
全
体
の
平
和

を
確
保
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

「
平
和
都
市
宣
言
」
の
ま
ち
伊
丹

の
市
長
と
し
て
、
世
界
の
平
和
を
強

く
祈
念
し
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
る

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
伊
丹
市
長

藤
原
保
幸
）

市

立

伊

丹

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
展

丹
波
の
工
芸‐

杜
の
い
ろ

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
６

月
５
日
ま
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
記
念
展
「
丹
波
の
工
芸
―
杜
の
い

ろ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
丹
波
を
中
心
に
活
動
中
の
工

芸
作
家
１７
人
を
紹
介
す
る
展
覧
会
で

丹
波
焼
や
丹
波
布
、
王
地
山
焼
な
ど

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
展
示
・
販
売
。

無
料
。

◎
「
丹
波
の
工
芸
―
杜
の
い
ろ
」
関

連
イ
ベ
ン
ト
「
丹
波
焼
で
日
本
酒
に

合
う
酒
器
を
つ
く
ろ
う
」

５
月
４

日
㈷
午
後
１
時
〜
４
時
半
、
市
立
伊

丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

丹
波
焼
で
日
本
酒
に
合
う
酒
器
を

作
る
。
講
師
は
丹
波
ま
る
い
ち
窯
の

市
野
和
俊
さ
ん
。

対
象
・
定
員
は
２０
歳
以
上
１６
人
。

参
加
料
３
千
５００
円
（
伊
丹
の
日
本
酒

ミ
ニ
ボ
ト
ル
付
き
。
エ
プ
ロ
ン
持

参
）。0

電
話
で
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
へ
。
先
着
順
。

◎
「
丹
波
の
工
芸
―
杜
の
い
ろ
」
関

げ
い

連
イ
ベ
ン
ト
「
民
藝
に
誘
わ
れ
て
―

丹
波
の
布
と
焼
き
物
」

５
月
２１
日

㈯
午
後
２
時
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
。

明
治
大
准
教
授
の
鞍
田
崇
さ
ん
に

よ
る
講
演
。

定
員
５０
人
。
無
料
（
要
整
理
券
。

整
理
券
は
当
日
午
前
１０
時
か
ら
同
館

展
示
室
６
で
配
布
）。
先
着
順
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
５
５
７
。

馬川祐輔《life》
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５月２７日㈮午前９時半、市消防局で普通救命講習会を実施
します。内容などは次の通り。
【内容】講習「心肺蘇生法（成人）と自動体外式除細動器

（AED）の取扱い」。
【定員】１５人。
【受講料】無料（終了時、修了証を交付）。
!電話で市消防局救急課（!７８３-０３２２）へ。先着順。


